ＥＸＣＥＬ２００７で作る　自動万能カレンダー作成
ポイント

1． 罫線、カラーを使用、各自いかにオリジナルカレンダーに仕上げるかです

2． フォームを使用、年月を自動選出する

3． 日付関数、を使い日を自動入力

4． 条件付き書式を使い日の色を変える

5． LOOKUP関数で祝日を自動入力（表の日付は昇順で並べる）
6． 各種祝日、休日は法律に則って数式化して表をつくる（別紙参照）
7． その他、各自自分の記念日も表に入れ自動表示していく
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１）罫線の記入
　　①4行目に　曜日記入　Ｂ列を日曜日とする。後はオートフィル使用
　　②第1週日曜日3行を選択、外枠罫線を使用
　　③セルＢ5,～B7を選択―コピーをする――点線がアニメーションされる
　　④C5～H7までドラッグ――選択する――貼り付けをクリック
　　⑤1週目Ｂ５～Ｈ７までドラッグーー選択――コピーする――貼り付けをクリック
　　　これで6週までの罫線完了
　　⑥各週の１行目（5,8,11,14,17,20行）の行番号の上でクリック行全体を選択――行幅を広げる

　　⑦日にちセルの表示を日だけになるよう書式設定（次の通り）
　　　⑤の各行　B～Hをドラッグ（5行目以外はCtrlキーを使う）――選択
　　　次に　配置グループ、右端の「書式設定」をクリック――表示形式――ユーザー定義を　d　にする――「ＯＫ」ボタンをクリック

２）年、月の入力フォーム作る（Ｄ２セルに年、Ｆ２に月を入力する）
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上記を参考に月もＦ２に入れる
但しこの場合は　最小値　１、最大値　１２とする　次にD2に　年　G2に　月　を入力する
３）次は日の枠に日にちを入れていく

　この考え方は、ＥＸＣＥＬの日付関数でカレンダーの第１週の日曜日にくり日を計算あとは、前日プラス　１を計算式すればよい

1 最初の計算式　　=DATE(D2,F2,1)-WEEKDAY(DATE(D2,F2,1),1)+1
2 月曜日は　＝Ｂ５＋１とし　このセルをコピー　

3 第１週の火曜から土曜日までドラッグ――選択
後は各週の月から土まで　Ctrlキーを押しながらドラッグ――選択

4 貼り付け下向き▼から形式を選択して貼り付けを選び、数式貼り付けを使用
注）この場合日曜は選択しない

⑤日曜は第２週の日曜日に　＝Ｈ５＋１（前の土曜　プラス　１）
　後はそれをコピー下へ数式貼り付けして行く

5 出来た数値のフォントサイズを変更、（フォントサイズ　１８　を使用）――中央揃え
6 日曜のＢ列　B4～B22ドラッグ――選択――フォントの色を赤

7 土曜のＨ列　H4～h22を　フォントの色　青
結果下記の通りになる
３）条件付き書式で日にちの色を変える
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1 月～金は　第1週と5週6週が対象――２～４週は必ず当月になる
方法は第1週月曜日に条件付き書式を設定後はコピーから対象日を書式貼り付けを実施する
第1週月曜日の条件付き書式――Ｃ５を選択――ホームタブ、スタイルグループの「条件書式クリック――新しいルールをクリック――数式を使用して—-を選択
　下に式を記入　　=IF(MONTH(C5)=$F$2,AND(C6<>0))　　C5とＣ６は＄付けない
　書式ボタンをクリック――色を赤し設定「ＯＫ」ボタンを押す
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続いて再度「条件付き書式をクリック」――上記に順次次の式を入力

=MONTH(C5)<>$F$2書式から薄い黒を選択　「ＯＫ」ボタンを押す

後はセルＣ５コピー、第１週火～金をドラッグ、次に「Ctrl」キーを押しながら

第５週、第６週の月～金をドラッグーー貼り付けの「形式選択して貼り付け」から

「書式」の貼り付けを実行

2 第２週から第４週は当月しかあり得ないので、下記の通り
祝、休日の時、数値を赤にする「条件付き書式」のみとする

=C9<>0　この通り数値を記入、書式　フォント　赤　とする

Ｃ８を選択、コピーのあと、２～４週の月～金をドラッグ――書式貼り付けを実施

3 次に日曜は１週と５，６週は薄い赤、２～４は必要なし

=MONTH(B5)<>$F$2  の時　フォントの色、薄い赤

4 土曜日は１～４週は赤指定（=H6<>0）
５，６週のみ薄い青と薄い赤、及び濃い赤、
=IF(MONTH($H17)=$F$2,AND($H18<>0))　の時　フォント　赤

=MONTH($H17)<>$F$2　の時　フォント　薄い青

（注）条件付き書式、は貼り付けやり直しの時は必ず一端書式クリアーすること
以上で一応カレンダーの基本が終了、

４）カレンダーの各日にちセルに祝祭日、休日を入れていく

考え方は

1． 日にちの決まった祝祭日、

2． 春分の日、秋分の日

3． ハッピーマンデイ法に基づく祝祭日、休日
この３つを式にして表を作る

（上記２，３，の数式は別紙参照）

　　４．後はこの表を元にカレンダーにVLOOKUP関数で当て込んでいく
この表はsheet２に作成シート名を「祝日リスト」とする

詳細は次ページ参照
VLOOKUP関数はカレンダーの各日にちセル２行目に記入していく
例　第1週　始めの日曜日に記入する式
=VLOOKUP(Ｂ5,祝日リスト!$B$5:$C$56,2)
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祝日テーブル

日付 名前

2009/12/26 0

2010/1/1元　日

2010/1/2 0

2010/1/10 0

2010/1/11成人の日 １月の第二月曜日=IF(B2<=1999,DATE(B2,1,15),DATE(B2,1,1)-WEEKDAY(DATE(B2,1,1))+IF(WEEKDAY(DATE(B2,1,1))<=2,9,16))

2010/1/12 0

2010/1/13 0

2010/2/10 0

2010/2/11建国記念

2010/2/12 0 建国記念が日曜の時、　振替休日　=if(weekday(b13)=1,"振替休日",0)

2010/2/13 0

2010/3/20 0

2010/3/21春分の日 =DATE(B2,3,INT(20.8431+0.242194*(B2-1980)-INT((B2-1980)/4)))

2010/3/22振替休日

2010/3/23 0 .

2010/4/28 0

2010/4/29昭和の日

2010/4/30 0 みどりの日が日曜の時　振替休日=IF(WEEKDAY(B21)=1,"振替休日",0)

2010/5/1 0

2010/5/2 0

2010/5/3憲法記念日

2010/5/4みどりの日

2010/5/5こどもの日

2010/5/6 0 5/3-5が日曜の時　振替休日 =IF(OR(WEEKDAY(B25)=1,WEEKDAY(B26)=1,WEEKDAY(B27)=1),"振替休日",0)

2010/5/7 0

2010/7/18 0

2010/7/19海の日 ７月の第三月曜日=IF(B2<=2002,DATE(B2,7,20),DATE(B2,7,1)-WEEKDAY(DATE(B2,7,1))+IF(WEEKDAY(DATE(B2,7,1))<=2,16,23))

2010/7/20 0

2010/7/21 0

2010/9/19 0

2010/9/20敬老の日 ９月の第三月曜日

2010/9/21 0 敬老の日と秋分の日の間一日の時休日 =ＩＦ（B36=B37,"振替休日",0)

2010/9/22 0

2010/9/23秋分の日 =DATE(B2,9,INT(23.2488+0.242194*(B2-1980)-INT((B2-1980)/4)))

2010/9/24 0

2010/9/25 0

2010/10/10 0

2010/10/11体育の日 １０月の第二月曜日

2010/10/12 0

2010/10/13 0

2010/11/2 0

2010/11/3文化の日

2010/11/4 0 文化の日が日曜の時　振替休日

2010/11/5 0

2010/11/22 0

2010/11/23勤労感謝の日

2010/11/24 0 勤労感謝が日曜の時　振替休日

2010/11/25 0

2010/12/23 0

2010/12/23天皇誕生日

2010/12/24 0 天皇誕生が日曜の時　振替休日

2010/12/25 0


各日の行数は３行とし、


1行目――日を表示


2行目――祝祭日


3行目――各自個人の記念日等





左記は一応の完成データ





罫線、文字色、塗り潰し等は


各自好みで調整して下さい





開発タブーー挿入――フォームコントロールから「スクロールバー」を選ぶ


シート内にマウスポインターが来ると


＋になる


セルＤ３の中で左上から右下へドラッグする





スクロールバーが選択された状態でリボンのプロパティをクリック





Ｄ２に数値がはいる





コントロールの書式設定で


一応


最小値　2000　最大値　2030　とする


これは各自好みに応じて選定して下さい


リンクセルをＤ２とし


「ＯＫ」ボタンを押す








左記を元に数値を下記の通り修正する


カレンダー月でない日を薄く表示する（条件付き書式利用）


日曜は薄い赤


月～金は薄い黒


土は薄い空色





左記表に記入した場合、前後のプラスマイナス１の日を記入すること





上記式入力後、Ｂ６をコピー


後は各日にちの2行目をドラッグして選択


数式貼り付けをすれば左図の通り


祝祭日が表示され、祝祭日の日にちが赤く表示されます


通常左図のようにゼロ（０）が表示されます


このときは


EXCELオプションの詳細設定から


ゼロは表示するのチェックは外す
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